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プラシノレの完新世海水準変動と貝塚

杉尾憲一郎')

1.まえがき

最近まで,ブラジルの様な安定大陸の海岸

地形には,世界的た海水準変動の標準となる

記録が残されていると考えられてきた.しか

し,IGCP(Internationa1Geo1ogicalCorre1a-

tionProgram)のプロジェクト61と200での

野外調査の結果,世界的な標準海水準変動と

いう考えは成立せず,地域的た海水準変動の

特性が明らかにされた.つまり,FAIRBRIDGE

(1961)カミ発表されたようだ,世界的氷河性

海水準変動標準曲線の作成は不可能た事が判

野した.

完新世の海水準変動が,ブラジルの海岸地

形発達に影響してきたことは,以前から注目

されていたが,1970年以前には系統的な調査

研究は行われなかった.初期の研究では,地

形的な証拠を第三紀に対比していたが,それ

らの多くは第四紀に形成された地形であるこ

とが解明されてきた.

完新世,とくに7,000年前以降の海水準変

動の研究は,サンパウロ州立総合大学,バイ

ｰヤ州立総合大学及びORSTOM(Instuteof

剥��捨景牴��癥���瑩湃潯�牡瑩潮�

との共同研究で実施された.これまで調査さ

れたのは,サンパウロ,リオデジャネイロ.

バイｰヤ,セルジッペ,アラゴｰアス,エス

ピｰリトサント,パラナｰ及びサンタカタ

リｰナ州の海岸約3,000㎞で,ブラジル海岸

線の総延長3分の1に達している(第1図).

同じ研究グルｰプによって,ハライｰバドス

ゥ,ドｰセ,ジェキチニョニヤ,サソフラソ
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第1図

シスコ河口三角州だとの調査研究も進み,海水準変動に

対応する沿岸漂砂の堆積によって形成された海岸平野の

地形発達史が解明されている.また,ブラジル最南端の

海岸平野に分布する第四紀堆積物は,リオグランデド

スウ国立総合大学の研究者達(VILLWocK功α五,…1985)

によって調査された.これらの研究成果の総括は,SU-

GUIoθ8α1.(1985)及びMARTINθ㍑1.(1987)によって

発表された.
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完新世海水準変動の研究を実施したブラジルの海岸平野の位置

(MARTIN功必,1987).

各地点の海水準変動曲線は第2図に示されている･
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2.古海水準の復元

過去の海水準を復元するには,出来るだけ多くの海水

準変動についての地質学,地理学的証拠及びその年代決

定試料が必要である.完新世の堆積物及び地形形成年代

は,放射性炭素による年代決定法によって求められる.

古海水準を記録する地形及び堆積物の空間的位置は,そ

れらが形成された当初の位置と,現在の同じ様な地質的

現象を比較検討することから推定される(斉一説).もし,

十分な地形,堆積物及び絶対年代についての資料が得ら

れるたらぼ,それらの資料から海水準変動曲線を描くこ

とができる.

完新世の海水準変化の証拠は,様々た地学現象として

記録されている.例えば,現在の海水準よりも高い位置

にある海成層からたる海岸段丘は,現在よりも高海面期

に形成されたことを示している､海成堆積物

からたる海岸段丘の系統的た地質図作成及び

3.ブラジルの完新世海水準変動

最後の海進時代は,サンパウロ州ではサントス海進と

呼ばれ(SUGU1oandMARTIN,1978),ブラジル最南端の

リオグランデドスウ州ではBarrierIV堆積相によって

代表されている.この最後の海水準変動は,多くの堆積

物,化石及び考古学資料(貝塚)から研究され(SUGUIo

功α瓦.1985),700個以上の放射性炭素法による年代測定

が行われた.また,貝塚の分布高度,構成貝の年代及び

炭素の安定同位体比を利用Lて,5,500年前から現在迄

の海水準変動を確定した.これらの資料から,ブラジル

の海岸線約3,000㎞についての海水準変動曲線を作成し

た(第2図).

海岸線長約50㎞のサゥヴアドｰル地域では,古海水

準変化復元に60資料を用いた.第2図Aに示す様に,平

絶対年代測定によって,ブラジル海岸では完

新世中に二回の高海水準期が確定されてい

る.

ブラジルの岩石海岸には,高海水準期の海

生生物化石である石灰質のγθ舳θ棚(腹足

類),カキの貝殻及びウニ類の巣穴等が発見

されている1また,ブラジルの東北地方海岸

には,造礁サンゴや石灰藻からなる礁が発達

Lている.その一部は化石サンゴ礁であり,

一部は生きている.これらサンゴ礁の産状及

び分布形態の研究から,古海水準が決定でき

る.砂浜海岸では,化石化したCα肋〃閉s

舳伽(節足動物)の巣穴が多産する.このよ

うた巣穴化石の産状は,高海水準期の証拠と

たっている.

ブラジルの海岸平野には多数の貝塚があ

り,これらは海岸平野に住んでいた原住異

(イソジョ)によって作られたものと考えられ

ている.幾つかの貝塚は,現海岸線から数10

㎞も内陸にあって,その地理的位置から,

かつて広大な潟湖を発達させた高海水準期の

あったことが推定される.また,現海水準下

に貝塚の基底が達するのは,その貝塚が現在

よりも低海水準期に作り始められたか,その

後に沈下した可能性がある.ブラジルの貝塚

については,後述する.
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第2図7,000年前から現在迄の相対的狂海水準変動曲線,海水準のスケｰルは

加単位で,現在の平均海水準の高度を示す(SUGUユO功α五,1985).

A～Hの位置は第1図に示した.
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均海水面は,7,000年前に現海水準に到達した.そして,

約5,100年前に最高海水準4.8±O.5mに達してから4,2C0

年前迄は低下し,3,900年前にかけて再び上昇した.し

かし,この頃の海水準は,現在よりも多少低かった.

3,900年前から3,600年前にかけて,急速な海進が起こ

り,3,600年前に第二の高海水準3.5±0.5mに達した.

2,700年前から2,500年前には第三の高海水準2.5土0.5m

に達し,その後,現海水準迄低下した.この地域で作成

した海水準変動曲線は,その他のブラジル海岸平野での

資料解析の基準として利用された.

イリェウス地域では,海水準を復元するための資料は

不十分なため,完全な海水準変動曲線を描くことはでき

なかったが,その一般的な傾向はサゥヴアドｰルでの曲

線と同様である(第2図B).この地域での標高5-4m,

4-3m及び3-2mの海岸砂丘は､サゥヴアドｰル地域

での三回の高海水準期に対比されるであろう.

カラヴェｰラス地域の古海水準資料は11で,7,O00～

5,700年以前の値を示す(第2図C).この地域での資料

も,サゥヴアドｰル地域と対比される.

アングラドスレイス地域の古海水準資料は17もある

が,2,500年以前の情報が不足している.鳥海水準期は,

3,650～3,450年前の十3mと,5,200年前頃の十4.8mが

求められる(第2図D).

サントス地域の資料数は30で,ぽぽ満足する結果が得

られている(第2図E).ここでは,現海水準に達したの

は6,800年前である.また,高海水準期は,5,100年前と

3,600年前に認められ,現海水準よりも4.5±0.5m高い.

カナネｰヤ,イグアヅペ地域では,10の資料を用いて

変動曲線(第2図F)を作成した.資料数は少ないが,

6,650年から5,300年前については,ほぼ信頼できる曲線

が描げた.

パラナグァｰ地域では,少数の情報しか得られなかっ

たが,おおよその変動便向を把握して,サゥヴアドｰル

地域と対比した.

サンタカタリｰナ州のイタジャイからラグｰナ迄の

古海水準は,少数の資料に基づいて復元した上で,サゥ

ヴアドｰル地域の曲線に対比した.

これら海水準曲線の振幅高は,完全な一致は見られた

いが,完新世における三回の高海水準期がブラジル海岸

平野で確認された点は地球規模での環境変動研究の基準

値として重要た意味がある.また,5,500年前の最高海

水準期は,構造運動の激しい日本列島の縄文海進に対比

され,完新世における海水準変動は地球的規模の現象と

して認められる.

4｡ブラジルの貝塚

貝塚は,英語のkitchenmiddenまたは,フランス語

のamasdecoqui11esに相当し,ブラジルでは原住民

語でsambaquiと呼ばれている.殆ど貝殻だけで形成

された人工的た構築物であって,平坦た海岸平野におい

ては特異た地形として目につく(写真1).貝塚が人工的

た遺物であることは,その中に埋葬された人骨,石器や

土器,食料とされた哺乳動物の骨が多数発見されている

ことから証明される.

ブラジルの貝塚は,サンパウロ,パラナｰ及びサンタ

カタリｰナ州の海岸平野に発見されている.サンパウロ

州のカナネｰヤ,イグアッベ海岸平野だけでも,前世紀

末以降に100以上の貝塚が発見されてきた.そして,そ

の一部の貝塚は,ニワトリの餌料及び石灰原料として採

掘されてきた.1962年に,貝塚(文化財)を保護する法

律が公布されたので,その大部分は保存されている.そ

して,現在では,前記の3州だけでも数百の貝塚が分布

するものと推定されている.

貝塚は,海岸線及びそこから内陸30㎞以上にもわた

って分布しているが,その立地は古潟湖及び入江環境周

辺に見られる.内陸奥の貝塚は,現在よりも高海水準期

に形成されたもので,その分布から当時の潟湖や入江環

境の広がりが推定される.

ブラジルの貝塚形成年代は,6,000年前から1,000年前

迄である.これら貝塚の年代及び炭素安定同位体比の測

定結果から,海進期(海洋度が陸の方へ発達した)及び海

退期(大陸度が海の方へ発達した)の対比が明瞭に把握する

ことができた.

貝塚の底面形態は円形のものもあ猟犬舳ま楕円1

形である.その表面には,平坦な段丘面らしきものも認

められる.そして,平坦面には現在も,住居が作られて

いることがある.大きさはかなり変化し,直径10mから

数10mにも達し,高さは5mから20mに及ぶ.サンタカ

タリｰナ州ラグｰナ町付近には,かつて50mの高さに達

するものもあったと言われている(写真2).

貝塚を構成する具としては,約50種カミ記載されている

が,最も多量にみられるのは5種類である.その内,現

在の海岸付近ではル｡舳1oo〃曲6伽〃ω伽(GMELIN)

(アサリ類)が多く,内陸には08椀α(カキ類)が豊富で

ある.

貝塚の基底地質は,最終間氷期堆積物,完新世の砂

丘,マング日一ブ(紅樹林)または後背湿地の泥質堆積

物からたる.また,完新世の高海水準期に島とたってい

た.先カンブリア紀の岩盤からたる丘にも分布する.
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写真1

…萎近の貝塚.高さ約20m.構成する貝は

〃｡舳Z06α7泓α"α8"α伽(南米東海岸特

産のアサリ類).

写真2サンタカタリｰナ州ラグｰナ町付近の潟湖岸に分布する

貝塚.構成する貝はλ勿｡吻Zo6〃"α伽α8"α肌

5.おわりに

ブラジル南部に分布する貝塚は,この地方の古地理復

元に重要な役割を果たしている.貝塚の地理的分布及び

構.成貝類の生息環境を総合解析することによって,古地

理復元は正確なものとたる.また,ユ3C(PDB)の分析値

による海洋度評価を付加することによって,7,000年前

から現在に至る完新世海水準変動曲線が検討された.こ

のようた成果の積み重ねが,IGBPの課題である過去の

環境変動解明の基本的資料として採用され,未来環境予

測モデルの構築及び検証に貢献することができる.さら

に,内陸環境変遷の研究を進める計画がある.
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